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研究成果の概要（和文）：ルワンダとガーナの農村変容について比較し、それを主導するアクターとして、ルワ
ンダでは政権与党の「ルワンダ愛国戦線」（RPF）、ガーナでは伝統的チーフに着目した。ルワンダでは、党＝
国家体制の下、急速な農業の商品化と生存維持経済の解体が進行したが、ガーナではより長期間にわたる商品化
過程のなかでチーフが本源的蓄積の促進者の役割を負ったことなど、両国の農村変容の特徴を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This research aimed at comparing rural changes in Rwanda and Ghana, and 
focuses the role of the ruling party in Rwanda and the traditional chiefs in Ghana, respectively. 
This three-year project illustrated two different paths to capitalistic rural changes: in Rwanda, 
the rapid and drastic agricultural commercialization and the dismantlement of subsistence economy 
have been observed under the initiative of the party-state regime; in Ghana, the traditional chiefs 
have played an important role as promoters of the primitive accumulation in the much longer process 
of commercialization.

研究分野：地域研究

キーワード： アフリカ　伝統的権威　農村　政治体制　土地　政策　国家　政党

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ルワンダとガーナという対照的な二ヵ国を比較し、アフリカで急速に進む農村変容の実態を、主導するアクター
の違いを踏まえて描き出した。農村変容を国家と関連付けて分析し、従来別々に進められる傾向があったミクロ
とマクロの研究を接続したところに、本研究の重要な学術的意義がある。英文書籍出版やガーナ大学との共同セ
ミナーを通じて、研究成果普及や学術ネットワーク構築にも成果を上げた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 土地や水など農村における資源の管理をめぐる問題は、理論的にも実践的にもきわめて重要
であり、数多くの研究蓄積が存在する（Ostrom 1990）。アフリカ研究においても、この問題に
関しては主として 2 つの側面から注目されてきた。一つは農村の持続的開発に関する問題関心
に由来し、経済成長や人口増加等に起因する資源制約の顕在化が背景にある。例えば、多くのア
フリカ諸国で近年土地の商品化と囲い込みが劇的に進行しているが、この関心からは、急速な土
地商品化現象と同じ時期に進められた土地法改革との関係が問われる（Alden-Willy 2011）。も
う一つは国家建設をめぐる関心からのもので、従来伝統的権威（チーフ）が実質的な役割を担っ
てきたアフリカ農村の資源管理に国家がいかに関与するようになったかに着目する（Lund 
2009）。アフリカの国家は脆弱だと一括されがちだが、その内実は多様であり、近年中央集権的
な統治制度が強化されつつあるとの指摘もある（Dickovick ＆ Wunsch eds. 2014）。これらの
研究は、農村部における資源管理の分析から、アフリカの国家が実効的な領域支配を広げつつあ
るのかを議論してきた。 
 農村資源管理の性格は、ローカルな社会構造を反映すると同時に、マクロな政治秩序や政策介
入の影響を大きく受ける。ミクロレベルとマクロレベルの統治システムが重なるところで現出
する事象であるだけに、農村資源管理の分析は、農業や農村開発に関わる政策的実践に不可欠で
あるばかりでなく、国家建設をめぐる理論的問題の解明に重要な貢献をなす。本研究は、国家社
会関係への政治学的関心をベースとしつつ、これら２つの研究動向を踏まえて構想された。 
従来の研究において、農村資源管理の特質がマクロな政治秩序の性格と密接に関係している
こと、また伝統的権威の役割が国によって大きく異なり、それが農村資源管理の性格のみならず、
マクロな政治秩序にも影響を与えていることが明らかにされてきた（Boone 2014、武内編 2017）。
この分野ではフィールド調査に基づく成果が数多く生み出されてきたが、国家側すなわち政策
執行側がどのような意図をもって政策を執行し、それが農村社会でいかなる反応を生んだのか
といった点に着目した、国家と社会を結びつける議論は依然として乏しい状況だった。 
 
２．研究の目的 
 今日に至るまで、アフリカ農村における資源の利用や配分には、伝統的チーフや拡大家族とい
った国家権力以外の権威が大きな影響力を与えてきた。理論的に言えば、所有権とは「人と物と
の関係の側面において現れる人間と人間との関係」（川島 1987）であり、近代国家による統治の
成立をもって私的所有権が確立される。しかし、アフリカではこうした形で私的所有権が成立せ
ず、例えば農村の土地をめぐる権利関係においては、国家よりも伝統的権威（チーフ）が強い影
響力を行使することが多かった。 
 1990年代後半以降、アフリカ諸国が高成長を遂げ、ドナーの支援の下で法制度改革に着手す
るなかで、事態は急速に変化しつつある。土地を例にとれば、ルワンダのように原則として全て
の土地所有者に権利証書が公布され、私的所有権成立の制度的基盤が整えられた国もある。その
他の国々でも、民間企業や都市居住者による土地囲い込みが進んでいる。このようにアフリカ農
村は急速に変わりつつあるが、そこにおける資源管理の実態や課題については、十分に解明され
ていない。 
 こうした学術的背景の下で、本研究の目的はまずもって、近年のアフリカにおける国家社会関
係の変容を明らかにすることにある。この目的に対して、本研究は農村資源管理の分析を通じて
アプローチする。すなわち、具体的には、①今日のアフリカ農村における資源管理は、国家社会
関係をどのように反映しているか、②既存の国家社会関係の下で、農村資源管理はどのような課
題に直面しているか、という２つの問いを通じて、上記の目的にアプローチする。 
 
３．研究の方法 
 本研究の目的は、農村資源管理の分析を通じて国家社会関係の特徴を明らかにすることだが、
具体的な方法としては、ルワンダとガーナを対象として、土地政策と食糧作物生産振興政策を取
り上げて比較した。ルワンダでは、2004 年の土地政策において耕作者の権利安定化が打ち出さ
れた後、土地登記が全土で実施され、土地所有者に権利証書が配布された。一方ガーナでは、1999
年の土地政策でやはり耕作者の権利安定化が打ち出されたものの、現在でも土地登記は首都ア
クラなどごく一部地域にとどまり、農村の土地は基本的にチーフの権威下にある。またルワンダ
では、2000 年代末頃から、改良種子と化学肥料の投入を中心とする食糧作物生産振興政策が導
入された。これによって主食作物生産は顕著に増大したが、特定作物栽培を強制する政策への批
判も強い（Huggins 2017）。ガーナにおいては、こうしたトップダウンの食糧作物生産振興政策
は取られなかった。 
 両国における農村資源管理のこうした差異については、農村社会構造とマクロ政治体制から
一応の説明が可能である。すなわち、ルワンダにおいて土地や食糧作物生産に積極的な介入政策
がとられた背景には、過剰な農村人口（人口密度 533 人/km2―2020 年世銀統計による）と土地
不足に対して政府が抱いた危機感があり、また強権的な政治体制の下で農村社会へのきめ細か



な介入が可能となった（武内 2017）。一方ガーナでは、農村部におけるチーフの影響力が強大で
人口密度も相対的に低い（人口密度 141 人/km2）うえに、自由度の高い民主主義体制が存立して
いるため、介入主義的な資源管理政策がとられなかった。 
 以上は、両国の差異についての説明として概ね妥当だが、そうした差異が今後も変わらず継続
するかはわからない。ルワンダでは、従来の介入主義的政策に対して、農民に対する強制や化学
肥料の多投入が社会的、環境的に持続可能ではないとの指摘がある。一方、ガーナでは土地所有
に対するチーフの強大な影響力が、耕作者の土地権利を不安定化させているとの批判があるし、
農村における土地不足も顕在化しつつある。両国とも、従来の政策に対する見直しが進む可能性
が高い。農村資源管理の実態面での変化や政策上の変化は、国家社会関係にも影響を与えること
になろう。 
本研究ではこの点に注目し、両国の農村資源管理と国家社会関係の変化をフィールドワーク
によって比較検討する予定であった。しかし、コロナ禍のため、フィールドワークを実施するこ
とは断念せざるを得なかった。代替策として、日本、ガーナ、ルワンダでそれぞれ文献研究を進
め、研究期間最終段階の 2023 年 3月にガーナで研究集会を開催し、成果発表と比較検討を行っ
た。この集会では、カウンターパートであるガーナ大学アフリカ研究所、プロテスタント人文社
会科学大学を中心に約 40人が研究報告を行った。 
 
４．研究成果 
 本研究プロジェクト遂行期間における成果としては、英文書籍１冊（Shinichi Takeuchi ed. 
African Land Reform Under Economic Liberalisation - States, Chiefs, and Rural Communities. Singapore: 
Springer, 2021.）を刊行したほか、関連業績を ASC-TUFS Working Papers 2022, 2023 に掲載した。
そして、2023 年 3月 6，7日に上述の共同セミナー（UG – TUFS Joint Seminar on 
State and Rural Resource Management in Africa）を開催した。これらの研究活動を通じて、次の点
が明らかになった。 
 1．両国の主要なアクターに関しては、その対照性が改めて確認された。ガーナにおけるチー
フの重要性、ルワンダにおける政権与党（ルワンダ愛国戦線：RPF）の重要性は、本研究プロジ
ェクト開始以前から想定していたことだが、両国の特徴を顕著に形作る要因であることがはっ
きりした。ただし、チーフと政党は同じ水準で比較できない。ルワンダの政権与党は政策を立案
し、人々にその遂行を強制するが、ガーナのチーフは政策立案に関与しない。チーフは自分の支
配下にある特定の人々に強い影響力（動員力）を持ち、政策の遂行を促進したり、阻害すること
ができる。ただ、人々から一定の代表性を託されているとはいえ、実際には個人的利得に基づい
て行動する場合も多く、政治家など政治エリートとの「政治的同盟関係」（political alliance）
が指摘されている（Amanor 2021）。 
2．一方、主要アクターと国家社会関係との関係については、研究開始当初に想定していたほ
ど対照性が確認されなかった。ルワンダに関して言えば、RPF はルワンダ国家と一体化しており、
ほとんど国家権力として人々の生活に介入する。そうした介入は、RPF が政権を握った 1994 年
以降、ルワンダ社会を大きく変容させてきた。一方ガーナのチーフは、理論的には国家に対して
中立だが、実態としては、先に指摘したとおり、政治エリートと「政治的同盟関係」を結んで人々
の生活に大きな影響を与えてきた。例えば、チーフが形式的な所有権を保有する土地について、
住民の了承なく民間企業に売却するといった行動が上げられる。それは、政策を通じた変化の推
進者というより、本源的蓄積の推進者としての役割と言えよう。そして、ルワンダで推進された
政策が、改良品種や肥料の普及、土壌改良を通じて農業生産を拡大することを意図し、その過程
で急速に農村の生存維持経済が解体していったことを考えれば、ルワンダの政党とガーナのチ
ーフの機能については共通点も多い。 
 3．権威主義体制下のルワンダにおいては、RPF の主導によって、急速に農業の商品化が進め
られた。それは土地制度改革を中心とした急激なものであり、短期間のうちに農村は著しい変容
を遂げた。これは、ルワンダの党＝国家体制によって可能となったものである。一方、ガーナで
は農村の変化はずっと緩慢である。しかし、方向性としては、ガーナもやはりルワンダと同様に
農業の商品化が進んでいる。そもそもガーナでは、19 世紀末に遡るココア導入以降、より長期
にわたって農業の商品化が進んできた。ルワンダのように急速な、上からの変化ではないものの、
チーフを一つの軸としながら、農村の資本主義的変容が進んでいると言える。 
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